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ファッション産業が環境に与える影響

ファッション業界の環境への影響
 1本のジーンズの生産には、2,000ガロンの水が必要。
ファッション業界は毎年500万人の生存を可能にする930億立法メートルの水を使用。
ファッション業界は全世界の廃水の20%を作り出している。
衣料品と履物の製造は、全世界の温室効果ガス排出量の8%を占めている。

※Quantis (2018)

毎秒、ごみ収集車1台分に相当する繊維が埋め立てに使われたり、焼却されたりして
いる。

 2000年から2014年にかけ、衣料品の生産量は倍増している。

ファッション業界は毎年、930億立方メー
トルという、500万人のニーズを満たすの
に十分な水を使用し、約50万トンものマイ
クロファイバー（石油300万バレルに相
当）を海洋に投棄。

UN launches drive to 
highlight environmental 
cost of staying fashionable

Source：UN News  25 March 2019
https://news.un.org/en/story/2019/03/1035161

温室効果ガス（GHG）排出量は合計12億
トンのCO2に相当、国際航空業界と海運業
界を足したものよりも多い量を排出

※ Ellen MacArthur Foundation (2017)



原材料調達から製造までの環境負荷

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/topics/20210621-topic-05.html



我が国の衣類の行方



「ファッションと環境」勉強会

目指すビジョン

ファッションロス・ゼロ（家庭からの廃衣を含む）
→適量供給と循環利用（シュアリングサービス、アップサイクル、リペア、リ
ユース、リサイクルなどをトータルに推進）

2050年カーボン・ニュートラル
→カーボンフットプリントなど環境負荷の把握、削減目標の設定、素材の見直し、
表示などを推進

• 政府は2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、2050
年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言。

• これを実現するためには、サステナブルなモノづくりと同時に、衣食住のラ
イフスタイルをサステナブルに変えていくことが重要。

• 業界と生活者が一体となったサステナブル・ファッションの促進に向けて、環境省及び企業
の取組状況の共有、業界全体の課題、課題解決に向けた企業が連携して取り組むアイ
デア、環境省への提案などについて議論をおこなった。
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